
鉄道用超電導ケーブル
（High Temperature Superconducting Feeder Cables）

【概要】
鉄道の直流き電システムへの適用を想定し、鉄道用超電導ケーブル

の開発を進めています。構内試験線において、DC1500V、30m級ケー
ブルおよびDC1500V、300m級ケーブルの冷却・通電・電車走行試験を
実施しました。

【特徴】
超電導材料は低損失・大電流密度で電気を流す特徴を備えているた

め、直流電気鉄道のき電線に超電導ケーブルを適用した場合、電圧
降下の低減・変電所数の削減等が期待できます。
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【用途】
直流電気鉄道のき電線

通電電流 （77 K） 1500 A

定格電圧 DC 1500 V

温度 65 ～ 77 K

長さ 310 m
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